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   横浜市子供を虐待から守る条例の一部改正 

  

 横浜市子供を虐待から守る条例の一部を改正する条例を次のように定める。 
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横 浜 市 条 例 （番 号 ） 

横 浜 市 子 供 を 虐待 か ら 守る 条 例 の 一部 を改 正 す る 条 例 

横 浜 市 子 供 を 虐待 か ら 守る 条 例 （平 成 26 年 ６ 月 横 浜 市条 例 第 30 号 ） の 一 部を 次

の よ う に 改 正す る 。 

第 ２ 条 第 ４ 号 中「 医 療 機関 」 の 次に 「 、配 偶 者 暴 力 相談 支 援 セン タ ー （ 配偶 者

か ら の 暴 力 の防 止 及 び被 害 者 の 保護 等 に関 す る 法 律 （平 成 13 年法 律 第 31 号） 第 ３

条 第 ２ 項 に 規定 す る 配偶 者 暴 力 相談 支 援セ ン タ ー を いう 。 以 下同 じ 。）」 を 、 「 

弁 護 士 」 の 次に 「 、 配偶 者 暴 力 相談 支 援セ ン タ ー の 職員 」 を 加え 、 同 条 に次 の １

号 を 加 え る 。 

(6) 子 供 の 品位 を 傷 つけ る 行 為  保 護 者 がし つ け に 際 し、 子 供 に対 し て 行 う肉

体 的 苦 痛 又 は 精 神的 苦 痛 を与 え る 行 為（当 該 子 供 が 苦痛 を 感 じて い な い 場合

を 含 む 。） で あ って 、 子 供の 利 益 に 反する も の （ 虐 待に 該 当 する も の を 除く 

。） を い う 。 

第 ３ 条 第 １ 項 中「 虐 待 が」 を 「 虐待 及 び体 罰 そ の 他 の子 供 の 品位 を 傷 つ ける 行

為 が 子 供 の 人権 を 著 しく 侵 害 し 、」 に 改め 、 「 と と もに 、 虐 待」 の 次 に 「及 び 体

罰 そ の 他 の 子供 の 品 位を 傷 つ け る行 為 」を 加 え 、 同 条第 ２ 項 中「 虐 待 」 の次 に 「 

及 び 体 罰 そ の他 の 子 供の 品 位 を 傷つ け る行 為 」 を 加 え、 「 一 人一 人 が 」 を「 が 一

人 の 人 間 と して 」 に 改め る 。 

第 ４ 条 第 １ 項 から 第 ４ 項ま で の 規定 中 「虐 待 」 の 次 に「 及 び 体罰 そ の 他 の子 供

の 品 位 を 傷 つけ る 行 為」 を 加 え 、同 条 第７ 項 第 １ 号 中「 の 準 備」 を 「 に 必要 な 知

識 及 び 命 の 大切 さ 」 に改 め 、 同 項第 ３ 号中 「 虐 待 」 の次 に 「 及び 体 罰 そ の他 の 子

供 の 品 位 を 傷つ け る 行為 」 を 加 え、 同 項に 次 の ３ 号 を加 え 、 同項 を 同 条 第９ 項 と

す る 。 

(6)  体 罰 そ の 他の 子 供 の品 位 を 傷つ け る 行為 に よ ら な い子 育 て の方 法 

(7)  子 供 が 同 居す る 家 庭に お け る配 偶 者 に対 す る 暴 力 が子 供 の 成長 及 び 発 達に 

及 ぼ す 影 響 

(8)  保 護 者 の 子供 へ の 不適 切 な 養育 が 子 供の 成 長 及 び 発達 に 及 ぼす 影 響 

第 ４ 条 第 ６ 項 の次 に 次 の２ 項 を 加え る 。 

７  市 は 、 子 供に 対 し 、自 身 が 一人 の 人間 と し て 尊 重さ れ 、 虐待 か ら 守 られ る べ

き 存 在 で ある こ と を 認識 す る ため の 啓発 活 動 並 び に虐 待 及 び体 罰 そ の 他の 子 供



の 品 位 を 傷つ け る 行 為に 関 す る相 談 先等 の 情 報 の 提供 を 行 うも の と す る。 

８  市 は 、 虐 待と 子 供 が同 居 す る家 庭 にお け る 配 偶 者に 対 す る暴 力 （ 法 第２ 条 第

４ 号 に 規 定す る 配 偶 者に 対 す る暴 力 をい う 。 以 下 同じ ｡ ） が相 互 に 関 連し て 行

わ れ て い るこ と が 多 い現 状 を 踏ま え 、そ の 対 応 に 当た っ て は、 相 互 の 連携 を 強

化 す る も のと す る 。 

第 ５ 条 第 １ 項 中「 虐 待 」の 次 に 「 及 び 体罰 そ の 他 の 子供 の 品 位を 傷 つ け る行 為 

」 を 加 え る 。 

第 ６ 条 第 １ 項 中「 子 供 のし つ け に際 し て、 そ の 健 や かな 成 長 を阻 害 す る よう な

著 し い 身 体 的又 は 精 神的 な 苦 痛 を与 え て 」 を 「 体 罰 その 他 の 子供 の 品 位 を傷 つ け

る 行 為 を し て」 に 改 め、 同 条 第 ２項 中 「虐 待 」 の 次 に「 及 び 体罰 そ の 他 の子 供 の

品 位 を 傷 つ ける 行 為 」を 加 え る 。 

第 ７ 条 第 １ 項 中「 虐 待 」の 次 に 「 及 び 体罰 そ の 他 の 子供 の 品 位を 傷 つ け る 行 為 

」 を 加 え る 。 

第 ８ 条 第 ２ 項 中「 及 び 虐待 」 を 「並 び に虐 待 及 び 体 罰そ の 他 の子 供 の 品 位を 傷

つ け る 行 為 」に 改 め 、同 条 第 ３ 項中 「 又は 虐 待 」 の 次に 「 若 しく は 体 罰 その 他 の

子 供 の 品 位 を傷 つ け る行 為 」 を 加え 、 「及 び 虐 待 」 を「 並 び に虐 待 及 び 体罰 そ の

他 の 子 供 の 品位 を 傷 つけ る 行 為 」に 改 める 。 

第 ９ 条 第 ２ 項 中「 転 居 （」 を 「 転出 （ 」に 、 「 第 23 条」 を 「 第 15 条 の ３ 第１ 項 

」 に 、 「 転 居を 」 を 「転 出 を 」 に、 「 転出 （ 」 を 「 転居 （ 」 に、 「 第 24 条」 を 「 

第 23 条 」 に 、「 転 出 を」 を 「 転 居を 」 に、 「 転 居 先 」を 「 転 出先 」 に 、 「転 出 先 

」 を 「 転 居 先」 に 改 める 。 

 第 14 条 中 「子 供 の 虐待 」 を 「 虐待 及 び体 罰 そ の 他 の子 供 の 品位 を 傷 つ ける 行 為 

」 に 改 め る 。 

   附  則 

こ の 条 例 は 、公 布 の 日か ら 施 行 する 。 

 

   提  案  理  由 

児 童 虐 待 の 防止 等 に 関す る 法 律 等の 改 正の 趣 旨 を 踏 まえ 、 体 罰そ の 他 の 子供 の

品 位 を 傷 つ ける 行 為 を禁 止 す る 規定 を 設け る と と も に、 関 係 規定 の 整 備 を図 る 等

の た め 、 横 浜市 子 供 を虐 待 か ら 守る 条 例の 一 部 を 改 正し た い ので 提 案 す る。 



 参  考 

   横 浜 市子 供 を 虐待 か ら 守 る条 例 （抜 粋 ） 

上 段  改 正 案    ( 下 段  現  行 )  
（ 定 義 ） 

第 ２ 条  こ の 条例 に お いて 、 次 の各 号 に掲 げ る 用 語 の意 義 は 、当 該 各 号 に定 め る

と こ ろ に よる 。 

   （ 第 １号 か ら 第３ 号 ま で 省略 ） 

                       、配 偶 者 暴力 相 談 支 援セ ン タ 
 (4)  関 係 機 関 等  学 校 、 児童 福 祉 施設 、医 療 機 関 
  

  ー （ 配 偶者 か ら の暴 力 の 防 止及 び 被害 者 の 保 護 等に 関 す る法 律 （ 平 成 13 年 法 
 
  

 律 第 31 号 ） 第３ 条 第 ２項 に 規 定す る 配偶 者 暴 力 相 談支 援 セ ンタ ー を い う。 以 
 
  

 下 同 じ ｡ )  
       そ の 他子 供 の 福 祉に 業 務上 関 係 の あ る団 体 及 び学 校 の 教 職員 、 児 
      

                                     
  童 福 祉 施設 の 職 員、 医 師 、 歯科 医 師、 薬 剤 師 、 保健 師 、 助産 師 、 看 護師 、 弁 
  

    、 配偶 者 暴 力相 談 支 援 セン タ ーの 職 員 
  護 士                  そ の 他子 供 の 福祉 に 職 務 上関 係 の 
  

  
  あ る 者 をい う 。 
  

   （ 第 ５ 号省 略 ） 

 (6)  子 供 の 品 位 を傷 つ け る行 為  保護 者が し つ け に 際し 、 子 供に 対 し て 行う 肉 
  
  

  体 的 苦 痛又 は 精 神的 苦 痛 を 与え る 行為 （ 当 該 子 供が 苦 痛 を感 じ て い ない 場 合 
  
  

  を 含 む ｡ ) で あ って 、 子 供 の利 益 に反 す る も の （虐 待 に 該当 す る も のを 除 く 
  
  

  ｡ ) を いう 。 
  
  

 （ 基 本 理 念 ） 

                     虐 待 及び 体 罰 その 他 の 子 供の 品 位 
第 ３ 条  市 、市 民 、 保護 者 及 び 関係 機 関等 は 、 
                     虐 待 が 

 を 傷 つ け る行 為 が 子供 の 人 権 を著 し く侵 害 し 、 
                      子 供の 心 身 の健 や か な 成長 及 び 
  

  
 人 格 の 形 成に 重 大 な影 響 を 与 える も ので あ り 、 子 供が 虐 待 から 守 ら れ るべ き 存 
  

                   及 び 体 罰 その 他 の 子供 の 品 位 を傷 つ け 
 在 で あ る こと を 認 識す る と と もに 、 虐待 
  

 る 行 為 
    へ の対 応 に 当た っ て は 、子 供 にと っ て 最 善 の利 益 を 考慮 し な け れば な ら 
  

  
 な い 。 
  



                    及 び 体 罰そ の 他 の子 供 の 品 位を 傷 
２  市 、 市 民、 保 護 者及 び 関 係 機関 等 は、 虐 待 
  

 つ け る 行 為          が 一 人の 人 間 と し て 
     が なく 、 全 ての 子 供          尊重 さ れ 、健 や か に 成長 す 

             一 人 一 人が 

  
 る こ と が でき る 社 会の 形 成 に 取り 組 まな け れ ば な らな い 。 
  

 （ 市 の 責 務 ） 

及 び 体 罰 そ の 他の 子 供 の 品位 を 傷 つ け る行 為 
第 ４ 条  市 は、 虐 待                     を 防 止 する た め 
  

  
 に 、 市 民 及び 関 係 機関 等 と 連 携し 、 子育 て 支 援 事 業（ 児 童 福祉 法 （ 昭 和 22 年 法 
  

  
 律 第 164 号） 第 21 条の ９ に 規 定す る 子育 て 支 援 事 業を い う 。以 下 同 じ ｡ ) の 充 
  

  
 実 及 び 着 実な 実 施 その 他 子 供 が安 心 して 育 つ こ と がで き る 環境 の 整 備 に努 め な 
  

  
 け れ ば な らな い 。 
  

及 び 体 罰 そ の 他の 子 供 の品 位 を 傷 
２  市 は 、 市民 及 び 関係 機 関 等 と連 携 し、 虐 待 
  

 つ け る 行 為 
      の 予 防 及び 早 期 発 見に 努 めな け れ ば な らな い 。 
  

及 び 体 罰 そ の 他の 子 供 の品 位 を 傷つ け る行 為 
３  市 は 、 関係 機 関 等が 行 う 虐 待                     の 
  

  
 防 止 の た めの 取 組 を積 極 的 に 支援 し なけ れ ば な ら ない 。 
  

及 び 体 罰 そ の 他の 子 供 の品 位 を 傷つ け る行 為 
４  市 は 、 虐待                     の予 防 及 び 早期 発 見 
  

       及 び 体罰 そ の 他 の子 供 の品 位 を 傷 つ ける 行 為 
 そ の 他 の 虐待                     の防 止 に 関 する 専 門 
  

  
 的 な 知 識 及び 技 術 を有 す る 職 員の 育 成を 図 り 、 通 告受 理 機 関に 適 正 に 配置 し な 
  

  
 け れ ば な らな い 。 
  

   （ 第 ５ 項及 び 第 ６項 省 略 ） 

７  市 は 、 子供 に 対 し、 自 身 が 一人 の 人間 と し て 尊 重さ れ 、 虐待 か ら 守 られ る べ 
  
  

 き 存 在 で ある こ と を認 識 す る ため の 啓発 活 動 並 び に虐 待 及 び体 罰 そ の 他の 子 供 
  
  

 の 品 位 を 傷つ け る 行為 に 関 す る相 談 先等 の 情 報 の 提供 を 行 うも の と す る。 
  
  

８  市 は 、 虐待 と 子 供が 同 居 す る家 庭 にお け る 配 偶 者に 対 す る暴 力 （ 法 第２ 条 第 
  
  

 ４ 号 に 規 定す る 配 偶者 に 対 す る暴 力 をい う 。 以 下 同じ ｡ ) が相 互 に 関 連し て 行 
  
  

 わ れ て い るこ と が 多い 現 状 を 踏ま え 、そ の 対 応 に 当た っ て は、 相 互 の 連携 を 強 
  
  

 化 す る も のと す る 。 
  
  



９ 
  市 は 、 子供 を 虐 待か ら 守 る ため 、 次の 各 号 に 掲 げる 事 項 に関 す る 調 査研 究 等 
７ 

  
 を 行 う と とも に 、 必要 な 広 報 その 他 の啓 発 活 動 及 び教 育 に 努め な け れ ばな ら な 
  

  
 い 。 
  

         に必 要 な 知 識及 び 命の 大 切 さ 
 (1)  親 に な る た め 
         の 準備 

   （ 第 ２ 号省 略 ） 

     及び 体 罰 その 他 の 子 供の 品 位を 傷 つ け る 行為 
 (3)  虐 待                     の 予 防 及び 早 期 発 見の た 
  

  
  め の 方 策 
  

   （ 第 ４ 号及 び 第 ５号 省 略 ） 

 (6)  体 罰 そ の 他 の子 供 の 品位 を 傷 つけ る行 為 に よ ら ない 子 育 ての 方 法 
  
  

 (7)  子 供 が 同 居 する 家 庭 にお け る 配偶 者に 対 す る 暴 力が 子 供 の成 長 及 び 発達 に 
  
  

  及 ぼ す 影響 
  
  

 (8)  保 護 者 の 子 供へ の 不 適切 な 養 育が 子供 の 成 長 及 び発 達 に 及ぼ す 影 響 
  
  

 （ 市 民 の 責 務） 

及 び 体 罰 そ の他 の 子 供 の品 位 
第 ５ 条  市 民は 、 第 ３条 の 基 本 理念 を 理解 し 、 虐 待 
  

 を 傷 つ け る行 為 
        を 防止 す る よ う努 め なけ れ ば な ら ない 。 
  

   （ 第 ２ 項か ら 第 ４項 ま で 省略 ） 

 （ 保 護 者 の 責務 ） 

  
第 ６ 条  保 護者 は 、 子育 て に 関 する 知 識の 習 得 に 努 め、 虐 待 を決 し て 行 って は な 
  

    体 罰そ の 他 の子 供 の 品 位を 傷 つけ る 行 為 を して             
 ら ず 、 
    子 供 のし つ け に際 し て 、そ の 健や か な 成 長 を阻 害 す るよ う な 著 しい 身 体 

               
              はな ら ない 。 
 的 又 は 精 神 的な 苦 痛 を与 え て 

  
２  保 護 者 は、 自 ら が子 育 て に つい て の第 一 義 的 責 任を 有 す るも の と し て、 子 供 
  

                  及 び 体 罰 そ の他 の 子 供の 品 位 を 傷つ け る 
 に 愛 情 を 持っ て 接 する と と も に、 虐 待 
  

 行 為 
   が 子 供の 心 身 の健 や か な 成長 及 び人 格 の 形 成 に重 大 な 影響 を 与 え るこ と を 
  

  
 深 く 認 識 し、 子 供 の自 主 性 及 び自 発 性を 育 む 健 全 な養 育 に 努め な け れ ばな ら な 
  

  
 い 。 

   （ 第 ３ 項か ら 第 ６項 ま で 省略 ） 



 （ 関 係 機 関 等の 責 務 ） 

及 び 体 罰 
第 ７ 条  関 係機 関 等 は、 市 が 実 施す る 子育 て 支 援 に 係る 施 策 その 他 虐 待 
  

 そ の 他 の 子供 の 品 位を 傷 つ け る行 為 
                 を防 止 す る た めの 施 策 に協 力 す る よう 努 め 
  

  
 な け れ ば なら な い 。 
  

   （ 第 ２ 項か ら 第 ５項 ま で 省略 ） 

 （ 通 告 及 び 相談 に 係 る対 応 等 ） 

第 ８ 条  （ 第 １項 省 略 ） 

並 び に 虐 待 及 び体 罰 そ の他 の 子 供の 品 位を 傷 つ け る 行為 
２  市 は 、 通告                          に係 る 相 
       及 び 虐 待 

  
 談 に 常 時 対応 す る こと が で き る体 制 を整 備 す る よ う努 め な けれ ば な ら ない 。 
  

若 し く は 体 罰 その 他 の 子供 の 品 位を 傷 つけ る 行 為 
３  市 は 、 通告 又 は 虐待                       に 係 る 
  

                                並び に 虐 
 相 談 を し た者 が 特 定さ れ な い よう 必 要な 措 置 を 講 ずる と と もに 、 通 告      
                                及び 虐 待 

 待 及 び 体 罰そ の 他 の子 供 の 品 位を 傷 つけ る 行 為 
                      に 係る 相 談 がし や す い 環境 づ く 
  

  
 り に 努 め なけ れ ば なら な い 。 
  

 （ 情 報 の 共 有等 ） 

第 ９ 条  （ 第 １項 省 略 ） 

転 出 （ 
２  市 長 及 び通 告 受 理機 関 の 長 は、 虐 待を 受 け た 子 供が    住 民 基 本 台帳 法 （ 
                         転 居 （ 

           第 15 条 の３ 第 １項      転 出 を       転 居 （ 
 昭 和 42 年 法律 第 81 号）         に 規 定 す る    いう ｡ ) 又 は 
           第 23 条           転 居 を       転 出 （ 

   第 23 条      転 居 を 
 同 法    に 規 定 する    いう ｡ ) を し た 事 実 が判 明 し た場 合 は 、 速や か に 
   第 24 条      転 出 を 

    転 出先   転居 先 
 、 当 該    又 は    の 住 所地 を 所管 す る 通 告 受理 機 関 又は 他 の 市 町村 若 し 
    転 居 先   転 出先 

  
 く は 都 道 府県 若 し くは 他 の 市 の設 置 する 児 童 相 談 所若 し く は福 祉 事 務 所に 連 絡 
  

  
 し 、 適 切 に当 該 虐 待に 係 る 引 継ぎ を 行わ な け れ ば なら な い 。 
  

 （ 財 政 上 の 措置 ） 

虐 待 及 び 体 罰 その 他 の 子供 の 品 位を 傷 つけ る 行 為 
第 14 条  市 は、                       を 防 止 する た め 
       子 供 の 虐待 

  
 の 施 策 を 推進 す る に当 た り 、 必要 な 財政 上 の 措 置 を講 ず る よう 努 め る もの と す 
  

  
 る 。 
  


